













識的に観察し、虐待やいじめの兆候を見逃さないことが重要である （Lowenthal, 2001 玉井・
森田訳 2008; Monteleone, 1998 加藤訳 2003; 森田, 2004; 玉井, 2013）。それに加え、虐待やいじ
めが疑われる際には、目撃者や被害者から「何があったか」話を聞くことも必要となるだろう。
ただし、子どもは他者から与えられた情報を自分の記憶のように思い込み、面接者からの誘導




も報告されていることから （Ceci & Bruck, 1995）、子どもから話を聞く際には子どもの記憶や
コミュニケーションの特性に配慮した聞き方が重要となる。
　そこで、近年では司法や福祉の領域において、子どもから話を聞く際に「司法面接」という
技法が用いられている（Home Office, 1992, 2002; Lamb, Hershkowitz, Orbach, & Esplin, 2008; 
Lamb, Orbach, Hershkowitz, Esplin, & Horowitz, 2007; 仲, 2016）。司法面接は、子どもに心理
的な負担をかけずに、正確な情報を聴取することを目指して開発された面接法であり、以下の
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得られることを明らかにしている（Memon, Meissner, & Fraser, 2010; Orbach, Hershkowitz, 
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保育科学生に対する司法面接演習の効果
Appendix  質問紙で用いた面接場面
（１）虐待が疑われる事例  〜自分が担当するクラスの子どもの腕／背中にアザがありました。
　　　　　　　　　　　　　 そこであなたは次のような聞き取りをしました。
①オープン質問（OP）
　あなた「腕にアザがあったんだけど、アザのことについて教えて。」
　子ども「アザ･･･うーん、昨日できた。」
　あなた「それから？」
　子ども「･･･お母さんが、ばんってやった時にできた。」
　あなた「そうかぁ、それで？」
　子ども「うん･･･やめてほしかったんだけど、やめてって言えなくて･･･」
　あなた「では、おかあさんがばんってやった時のことを、最初から最後まで全部教えて。」
②クローズド質問（CL）1）
　あなた「腕にアザがあったんだけど、何かあったの？」
　あなた「誰かに叩かれたのかな？」
　あなた「お母さんが叩いたの？」
　あなた「お父さんはいなかったのかな？」
③励まし（EN）
　あなた「背中にアザがあったんだけど、どうしたのかな？」
　子ども「アザ･･･うーん、昨日できた。」
　あなた「そう･･･昨日･･･」
　子ども「･･･お父さんが、どんってやった時にできた。」
　あなた「そっかぁ、お父さんが、どんってやった時にできちゃったんだ。」
　子ども「うん･･･やめてほしかったんだけど、やめてって言えなくて･･･」
　あなた「やめて欲しいって言えなかったんだね･･･先生に何かできることあるかな？」
④指示（DI）2）
　あなた「背中にアザがあったんだけど、今日できたの？」
　あなた「ひどいわ。だれがやったの？」
　あなた「どうして誰かに言わなかったの？誰かに言わないとダメじゃない。」
　あなた「しっかりしなきゃダメよ。このことは、先生からお母さんに言ってあげるわね。」
（２）いじめが疑われる事例  〜自分が担当するクラスの子が、泣きながら近づいてきました。
　　　　　　　　　　　　　　 そこであなたは次のような聞き取りをしました。
①オープン質問（OP）
　あなた「どうして泣いているのか教えて。」
　子ども「･･･しんちゃんが仲間に入れてくれないの。」
　あなた「では、仲間に入れてくれなかった時のことを、最初から最後まで全部教えて。」
　子ども「ぼくは一緒に遊びたいって言ったのに･･･」
　あなた「それから？」
　子ども「しんちゃんは、ぼくがいると、ブロックが壊れるからどっか行けって言ったんだよ･･･」
　あなた「そうかぁ、それで？」
②クローズド質問（CL）1）
　あなた「誰かに何かされたの？」
　あなた「しんちゃんが仲間はずれにするの？あなたが何か悪いことをしたの？」
　あなた「しんちゃんから何かひどいことされた？」
　あなた「叩かれたりはされなかった？」
③励まし（EN）
　あなた「どうしたのかな？」
　子ども「･･･さっちゃんが仲間に入れてくれないの。」
　あなた「そう、さっちゃんが仲間に入れてくれないんだね。」
　子ども「そうなの･･･わたしは一緒に遊びたいのに･･･」
　あなた「そっかぁ、一緒に遊びたかったんだ。」
　子ども「うん･･･さっちゃんは、わたしがいるとおままごとできないからどっか行けって言ったんだよ」
　あなた「一緒に遊びたいのに、どっか行けって言われちゃったんだね･･･このあとどうしようか？」
④指示（DI）2）
　あなた「どこか痛いのかな？」
　あなた「一緒に遊びたいの？」
　あなた「さっちゃんは、悪い子ね。」
　あなた「ひどいね。先生がさっちゃんの所に行って一緒に遊ぶように言ってあげるね。」
1） 子どもの発話は①オープン質問と同じ
2） 子どもの発話は③励ましと同じ

